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しをつなぐ東西の暮ら

① 

大
橋
伊
那市

市
街
地
の
真
ん
中
を
天
竜
川

が
流
れ
る
伊
那
市
。
橋
は
東
西

の
街
を
結
ひ
、
暮
ら
し
を
つ
な

ぐ
大
事
な
役
目
を
担
っ
て
い

る
。
坂
下
区
と
中
央
区
を
つ
な

ぐ
大
橋
(
伊
那
大
橋
)
は
1
8

8
5年
に
木
橋
と
し
て
架
設
さ

れ
、
大
正
時
代
に
架
け
替
え
ら

れ
た
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
永
久

第 1部

橋
に
代
替
わ
り
し
た
の
は
1
9

3
3年
の
こ
と
だ
。

加
藷
か
ら
今
年
で
初
年
。
子

ど
も
の
頃
、
ま
だ
新
し
か
っ
た

こ
の
橋
を
渡
っ
て
伊
那
尋
常
高

等
小
学
校
の
高
等
科
に
通
っ
て

い
た
と
い
う
中
央
区
の
春
日
伯

↓
さ
ん
密
)
は
「
あ
の
頃
は
ま

だ
運
送
が
馬
で
、
自
動
車
は
ほ

と
ん
ど
見
る
こ
と
が
な
か
っ

た
」
と
懐
か
し
む
。
車
社
会
が

到
季
る
と
、
大
橋
の
交
通
費

も
増
え
た
。
前
年
に
は
歩
行
者

の
専
露
天
橋
老
議
」
が
で

き
、
機
能
と
安
全
を
重
視
し
た

Q円コード
から天上事
務所HPへ

国
道
橋
に
盤
偏
さ
れ
て
い
る
。
車
線
も
阜
で
埋
ま
り
、
自
転
車

通
勤
の
車
で
混
雑
す
る
平
日
の
高
校
牛
が
渋
滞
の
車
列
追

の
朝
、
「
入
苦
交
差
点
を
先
い
越
し
て
い
っ
た
。

頭
に
信
易
得
ち
の
車
が
橋
上
で
(
文
・
倉
田
高
志
、
絵

・
片

列
を
つ
く
っ
た
。
や
が
て
反
対
想
実
登
)

駒
ケ
根
市
に
移
住
し
、
現
在
は
市

社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
次
長
。

一

趣
味
は
水
彩
薗
で
、
公
民
館
な
と

の
水
彩
画
教
室
で
講
師
を
誼
め

一

い
ま
す
。

一

連
載
で
は
、
選
定
さ
れ
た
遺
産

の
今
を
見
詰
め
、
過
去
に
伊
那
谷

明
、
行
わ
れ
た
土
木
事
業
や
暮
ら
し

を
振
り
返
り
ま
す
。
片
桐
さ
ん
は

「
地
元
の
文
化
や
歴
史
を
現
場
で

知
る
こ
と
は
楽
し
み
。
造
っ
た
人

の
気
持
ち
ゃ
、
そ
れ
帯
使
っ
て
き

た
地
域
の
人
た
ち
の
思
い
が
喝
し

ら
れ
る
よ
う
に
描
き
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
す
。

片桐美登さん

国
土
交
通
省
天
竜
川
ト
蘇
絹
川

穆
務
所
街
ケ
根
市
)
の
「
人
と

暮
ら
し
の
伊
契
合
遺
産
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
で
選
定
さ
れ
た
伊
那
谷
遺

産
を
訪
ね
、
片
桐
輯
訟
さ
ん
の
水

笠
幽
で
紹
介
し
ま
す
。

片
桐
さ
ん
は

1
9
5
5年
、
下

伊
那
郡
大
鹿
村
生
ま
れ
。
総
年
に
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